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Rokkasho広報ろっかしょ

photoインドネシアの民族舞踊「ジャイポンガン」を披露した辻浦リスナさん㊨と中村リサさん㊧
　　　（写真提供：クリストフ・ベルマーレさん）

Pick Up Topics

67 人、9 団体が受賞
平成22年度六ヶ所村文化賞・教育奨励賞・スポーツ賞
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六ヶ所トピックス

「チョコ」っと気をつけて
一中 JUMP チームなどが防犯呼びかけ

　防犯の啓発活動「チョコっと注意作戦」（主催：六ヶ所村交
番駐在所連絡協議会〈金澤光秀会長〉、尾駮交番〈西野文明所長〉）
が 2月 5日、ショッピングセンターリーブで実施されました。
　当日は第一中学校 JUMP チーム（千葉晃裕代表）の 6人と
寺下勇夫尾駮自治会長、橋本利喜雄平沼町内会長も活動に協力。
万引き防止や携帯サイトのフィルタリング推進など４種類のチ
ラシとチョコレートを買い物客に配り、「いつもよりチョコっ
と注意をお願いします」と呼びかけました。JUMP チームのメ
ンバーは「少しでも気をつけることが大事」と話していました。
　西野所長は「犯罪も年々広域化・巧妙化してきている。村で
も都市部と同じように注意が必要。村民の皆さんに防犯意識を
さらにもってもらうきっかけになれば」と話していました。

合同で無病息災祈る
泊地区で厄年の男性が厄払い

　泊地区伝統の合同厄払いが 2月 1 日、諏訪神社と貴宝山神
社で行われ、今年が大厄にあたる数え年 42 歳の男性 8人が無
病息災などを祈願しました。
　合同厄払いは古くから行われており、正装（男性はスーツ、
女性は留袖）した男女が２神社のほか稲荷神社など地区内の神
社を祈祷して歩くのが習わしです。
　厄払いは正午に諏訪神社で開始。神主の鈴木賀暢さんが祝詞
を上げ、参加者は目や耳など５感をつかさどる部分を人型の形
代（かたしろ）で拭い、厄除けを祈願しました。
　代表で玉ぐしを奉納した上野貴幸さんは「自分を含めて家族
全員の無病息災を祈りました」と話していました。
　神主の鈴木さんは「昔ながらのしきたりを大切にする泊なら
ではの行事。現代では貴重な慣習です」と話していました。

躍動感あふれる熱演に喝采
新山権現保存会が発表会

　村無形文化財「新山権現保存会（佐藤石五郎会長）」の第 9
回民俗芸能発表会が 2 月 6 日、千歳平地区体育館で開かれ、
地域住民など 200 人が多彩な演目を楽しみました。
　同発表会は同会の伝承活動の一環として 2年に一度開かれ
ており、今年は千歳平地区公民館まつりに併せての開催。八戸
市や東京都などからも観客が駆け付けるなど、大変にぎやかな
会になりました。
　躍動感あふれる熱演に、多くの祝儀や拍手がおくられていま
した。
　十和田市から訪れたという人は、「迫力があっていくら見て
いても飽きない。とても楽しめました」と話していました。

多彩な舞で観客を魅了した新山権現保存会

Rokkasho Topics

15人が夢を力強く披露
千歳中学校で立志式

　千歳中学校の立志式が 2 月 3 日、同校の体育館で開かれ、
２年生 15 人が将来の夢を力強く披露しました。
　昔の成人式にあたる元服（数え年で 15 歳）の儀式にならっ
て、３年前から同校で開かれている立志式。一人一人は壇上で、
「シェフ」、「アニメクリエーター」や「弁護士」などの夢を発表。
出席した保護者に夢を書いた色紙を手渡しました。
　発表後、生徒会長の佐藤貴教くんが「目標に向かって努力し
たことは自信につながる。志の達成に向けて、一緒に努力して
いきましょう」と 2年生を激励しました。
　「設計エンジニア」になりたいと発表した相内慶祐くんの保
護者の相内俊子さんは「今日初めて息子の夢を聞きました。こ
の立志式をきっかけにこれからも夢に向けて頑張ってほしい。
親として応援したい」と話していました。

尾駮ミニバスが連覇
２大会で小・中の選手たちが熱戦

　平成 22 年度村スポ少ミニバスケットボール競技会（新人戦）
と 22 年度村中学校女子バスケットボール大会（新人戦）が 1
月 22 日、総合体育館で開かれました。
　ミニバス競技会は村内外の 3チームによるリーグ戦を制し
たのは、昨年度優勝の尾駮ミニバスケットボールスポーツ少年
団。終始余裕の試合運びで連覇を果たしました。
　中学校女子大会も村内外の 3チームによるリーグ戦で行わ
れ、昨年度から出場している東通中学校が白熱の試合を制し見
事初優勝を飾りました。
〈試合結果は次のとおり〉○ミニバス　優勝：尾駮ミニバスケッ
トボールスポーツ少年団　準優勝：千歳平スポーツ少年団　
○中学生女子　優勝：東通中学校　準優勝：千歳中学校

15チームが力を競い合う
宝栄工業杯綱引大会

　第 16 回青森宝栄工業杯六ヶ所村綱引大会が 2月 13 日、総
合体育館で開かれ、一般やジュニアなど 15 チームが熱戦を繰
り広げました。大会の開催は３年ぶり。試合は各部のリーグ戦
形式で行われ、それぞれのチームが力を競い合いました。主催
した同社の砂川誠工場長は「全国的に活躍する強豪チームから
ジュニアまで。各チームが熱いゲームを展開した。来年は他地
区からも積極的に参加してほしい」と話していました。
〈試合結果は次のとおり〉○一般男子一部（優勝）青森山海ク
ラブ（橋本猛代表）○同二部（優勝）田中よしみつ君とゆかい
な仲間達（中岫和彦代表）○一般男女混合の部（優勝）平沼チー
ム（下田恵美子代表）○ジュニアの部（優勝）六ヶ所南スポー
ツ少年団 A（佐藤智幸代表）泊ジュニアチーム

チラシとチョコレートを買い物客に配る JUMPチームメンバー

自分の夢を披露した生徒たち

形代（かたしろ）で耳や目などを拭い厄除けを祈願

連覇を果たした尾駮ミニバススポ少のメンバーたち
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六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　
「
原
子
力
の
こ
と
、
も
っ
と
友
だ

ち
と
話
し
合
い
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
卒
業
後
も
六
ヶ
所
村

で
暮
ら
し
就
職
し
た
い
と
い
う
友
だ

ち
は
多
い
け
ど
、
原
子
力
は
何
か
積

極
的
に
知
ろ
う
と
し
て
い
る
人
が
少

な
い
気
が
し
ま
す
」。

　

視
線
を
真
っ
直
ぐ
に
向
け
、
し
っ

か
り
と
し
た
口
調
で
話
す
。

　

青
森
県
商
工
会
議
所
連
合
会
が
毎

年
主
催
す
る
『
高
校
生
に
よ
る
海
外

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
研
修
会
』に
、六
ヶ

所
高
校
の
生
徒
と
し
て
初
め
て
参

研
修
で
得
た
原
子
力
の
知
識
を
、
友
人
と
共
有
し
た
い

中村舞麗 さ
ん

●なかむら・まい
り
六ヶ所村泊在住。
泊小学校、泊中
学校を経て六ヶ
所高校。現在 2
年生。吹奏楽部
ではサックスを担
当。趣味は絵を描
くこと

加
。１
月
下
旬
か
ら
２
月
に
か
け
て
、

県
内
の
高
校
生
７
人
と
一
緒
に
フ
ラ

ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
原
子
力
関

連
施
設
を
視
察
し
た
。

　
「
施
設
近
く
の
住
民
の
安
全
性
の
確

立
の
た
め
、
海
外
で
は
ど
ん
な
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
か
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。
六
ヶ
所
で
は
立
地
前
に

反
対
意
見
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
た
の
で
。
現
地
で
い
ろ
い
ろ

と
話
を
聞
き
、
理
解
活
動
が
と
て
も

進
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
」。

　

視
察
で
は
工
場
見
学
だ
け
で
な

く
、
従
業
員
か
ら
も
話
を
聞
い
た
。

　
「
工
場
従
事
者
た
ち
が
地
域
の
人

た
ち
に
情
報
を
き
ち
ん
と
伝
え
、
家

族
に
も
話
し
て
い
る
。
情
報
の
共
有

が
日
常
的
に
図
ら
れ
て
い
る
ん
で
す

よ
ね
」。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
グ
リ
ニ
ャ
ー
ル
高

校
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
カ
テ
ド
ラ

ル
高
校
の
生
徒
た
ち
と
交
流
。
原
子

力
だ
け
で
な
く
、
互
い
の
国
の
社
会
問

題
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
「
高
校
生
の
間
で
も
原
子
力
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
身
近
な
話
題
に

し
て
い
ま
す
。シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
で
は
、

小
学
校
か
ら
原
子
力
を
授
業
で
取
り

上
げ
て
い
る
か
ら
、
自
然
に
興
味
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。
何
よ
り
、
彼
ら
は
い
ろ
ん

な
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
自
分
の
意

見
を
ち
ゃ
ん
と
も
っ
て
い
る
。
わ
た

し
た
ち
日
本
人
は
、
も
っ
と
し
っ
か

り
し
な
き
ゃ
と
思
い
ま
し
た
」。

　

現
地
の
高
校
生
た
ち
の
自
立
し
た

考
え
方
や
積
極
性
に
直
に
ふ
れ
、
意

識
が
変
わ
っ
た
と
話
す
。

　
「
一
緒
に
行
っ
た
み
ん
な
も
大
き

な
刺
激
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。
顔

つ
き
も
が
ら
っ
と
変
わ
り
ま
し
た

し
。
わ
た
し
は
地
元
な
の
に
原
子
力

に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ

た
。
研
修
で
得
た
知
識
を
将
来
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」。

　

似
顔
絵
を
描
く
の
が
得
意
。
自
己

紹
介
で
披
露
し
た
り
、
高
校
生
た
ち

に
絵
を
描
い
て
あ
げ
た
り
し
た
。

　
「
喜
ん
で
も
ら
え
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
。
そ
の
と
き
の
何
人
か
と

は
帰
っ
て
き
て
か
ら
メ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
ず
っ
と
交
流
し
て
い
た
い
か

ら
英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
な
い
と
」。

　

声
を
弾
ま
せ
、
に
っ
こ
り
笑
っ
た
。

PROFILE

「原子力をより身近に、関心をもつことが必要」
海外の高校生たちと、特技の絵で積極的に交流

スウェーデンのカテドラル
高校の生徒たちとストック
ホルム市内で。交流を通じ
て友情もはぐくまれた（前
列左から2人目が中村さん）

　

平
成
22
年
度
六
ヶ
所
村
文
化

賞
・
教
育
奨
励
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

の
授
与
式
が
２
月
17
日
、
村
立
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
文
化
賞
、
教
育
奨

励
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
合
わ
せ
て

67
人
、
９
団
体
が
受
賞
。
松
尾

拓
爾
教
育
長
か
ら
受
賞
者
一
人

一
人
に
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
賞
は
学
術
・
芸
術
な
ど

で
多
年
に
わ
た
り
文
化
活
動
の

養
成
指
導
に
貢
献
し
た
人
、
教

育
奨
励
賞
は
文
化
的
な
活
動
で

優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
た
人
、

ス
ポ
ー
ツ
賞
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
人
に
贈
ら

れ
ま
す
。

〈
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
〉
順
不

同
・
敬
称
略
（
所
属
）

■
文
化
賞　

田
中
峯
太
郎
（
新
山

権
現
保
存
会
）
▼
滝
沢
キ
ミ
子
（
滝

川
美
州
舞
踊
教
室
）

■
教
育
奨
励
賞　

富
樫
武
大
（
泊

小
４
年
）
▼
佐
藤
匠
（
千
歳
平
小

３
年
）
▼
高
村
百
華
（
第
二
中
３

年
）
▼
小
泉
璃
羅
（
千
歳
中
１
年
）

■
ス
ポ
ー
ツ
賞　

上
野
顕
（
泊
中

３
年
）
▼
橋
本
猛
（
㈶
六
ヶ
所
村

文
化
振
興
公
社
）
▼
深
野
玄
（
平

沼
郵
便
局
）
▼
橋
本
秀
幸
（
大
泉

運
諭
㈱
）
▼
佐
藤
貢
（
六
ヶ
所
消

防
署
）▼
中
岫
和
彦（
㈱
中
岫
商
会
）

◎
優
秀
選
手
賞　
【
個
人
】
小
泉

蓮
（
千
歳
平
小
４
年
）
▼
三
浦
健

太
（
泊
小
６
年
）
▼
小
山
新
（
尾

駮
小
６
年
）
▼
宮
守
美
海
（
泊
中

２
年
）
▼
赤
石
晃
介
（
泊
中
３
年
）

▼
佐
々
木
大
樹
（
野
辺
地
高
１
年
）

▼
中
嶋
宝
（
青
森
北
高
１
年
）
▼

髙
橋
麗
未
（
盛
岡
女
子
高
２
年
）

▼
瀬
川
ま
ど
か
（
常
盤
木
学
園
高

３
年
）【
団
体
】
六
ヶ
所
Ｆ
Ｃ
（
Ｕ

―
12
）
▼
泊
中
学
校
男
子
卓
球
部

▼
磯
村
Ｆ
Ｃ

◎
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞	【
個
人
】
寺

澤
哲
太
（
尾
駮
保
育
所
）
▼
小
泉

一
樹
（
千
歳
平
小
６
年
）
▼
瀬
川

吏
玖
（
泊
小
２
年
）
▼
髙
橋
葵
羽

（
同
２
年
）
▼
髙
橋
美
月
（
同
４
年
）

▼
種
市
翔
太
（
同
５
年
）
▼
赤
石

晃
州
（
同
５
年
）
▼
古
川
仁
陽
（
同

６
年
）▼
木
村
陸
人（
尾
駮
小
６
年
）

▼
小
笠
原
圭
祐
（
同
６
年
）
▼
上

野
武
蔵（
泊
中
１
年
）▼
祐
川
晃（
同

２
年
）
▼
中
村
泰
輝
（
第
一
中
３

年
）
▼
角
美
宥
（
同
２
年
）
▼
小

関
一
平
（
同
１
年
）
▼
能
登
愛
（
光

星
学
院
高
２
年
）
▼
木
村
奨
伺
（
青

森
山
田
高
３
年
）
▼
橋
本
征
弥
（
創

造
学
園
大
２
年
）
▼
吉
田
夏
美
（
光

星
学
院
高
３
年
）
▼
上
野
嵐
（
六

ヶ
所
高
２
年
）
▼
赤
石
一
磨
（
同
２

年
）
▼
上
野
潤
紀
（
光
星
学
院
野
辺

地
西
校
３
年
）
▼
新
谷
翔
太
（
同
２
年
）

▼
石
久
保
徹
（
同
１
年
）
▼
對
馬
政

幸（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
六
ヶ
所
）▼
細
越
慶
道（
日

本
原
燃
株
式
会
社
）
▼
奥
山
順
平
（
同
）

▼
小
野
寺
理
（
同
）
▼
三
谷
享
（
同
）

▼
増
村
成
春
（
同
）
▼
上
平
崇
史
（
同
）

▼
森
田
平
（
三
菱
電
機
㈱
）
▼
浅
沼

恵
美
子
（
主
婦
）
▼
川
村
真
由
美
（
同
）

▼
山
下
和
子
（
同
）
▼
舘
寿
子
（
同
）

▼
森
上
美
鈴
（
同
）
▼
三
輪
瑞
穂
（
同
）

▼
大
村
貴
光
（
東
北
環
境
科
学
サ
ー

ビ
ス
㈱
）
▼
尾
ケ
瀬
順
（
六
ヶ
所
村

役
場
）
▼
北
嶋
卓
史
（
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
）
▼
米
内
山
久
生
（
三

沢
市
立
三
沢
小
）
▼
佐
々
木
朋
子
（
東

燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
）
▼
東
出
さ
お

り
（
青
森
日
揮
プ
ラ
ン
テ
ッ
ク
）【
団

体
】
千
歳
中
学
校
野
球
部
▼
六
ヶ
所

高
等
学
校
男
子
卓
球
部
▼
六
ヶ
所
村

県
民
駅
伝
チ
ー
ム
▼
陸
友
会
男
子
リ

レ
ー
チ
ー
ム
▼
六
ヶ
所
村
水
泳
男
子

リ
レ
ー
チ
ー
ム
▼
六
ヶ
所
村
水
泳
女

子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

◎
指
導
者
賞　

髙
橋
裕
悦
（
六
ヶ
所

村
地
域
振
興
開
発
㈱
）
▼
松
尾
栄
輝

（
東
洋
建
物
管
理
㈱
）

67人、9 団体が受賞
村文化賞・教育奨励賞・スポーツ賞授与式

●文化賞受賞者

●教育奨励賞受賞者

●スポーツ賞受賞者

Pick Up Topics

松 尾 教 育 長 か
ら 賞 状 を 受 け
る ス ポ ー ツ 賞
受賞者たち
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国際交流International Exchange

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交番だより Safety Information

ん
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
る
社

員
を
送
り
出
す
使
用
者
が
、

得
意
先
に
駐
車
場
を
確
保
す

る
な
ど
、
一
人
一
人
が
工
夫

す
る
こ
と
で
、
な
く
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

快
適
な
交
通
環
境
を
確
保

す
る
た
め
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

雪
解
け
が
始
ま
る
と
冬
期

間
の
渋
滞
が
徐
々
に
解
消
さ

れ
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
が
ち

に
な
り
ま
す
。

雪
解
け
時
期
の
運
転
に
十
分

注
意
を
！

○
雪
解
け
と
と
も
に
、
歩
行

者
や
自
転
車
の
通
行
が
増
加

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期

こ
そ
速
度
を
控
え
め
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

○
日
中
は
天
候
が
良
く
て

も
、朝
・
夕
は
気
温
が
下
が
っ

て
雪
解
け
水
が
凍
り
、
見
た

目
に
は
黒
く
濡
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
路
面
（
ブ
ラ
ッ

ク
ア
イ
ス
状
態
）
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
中
で
も
日
の
当
た
ら
な

い
箇
所
や
橋
の
上
、
ト
ン
ネ

ル
の
出
入
り
口
付
近
な
ど
は

路
面
が
凍
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

○
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る

と
、
視
野
が
狭
く
な
り
危
険

の
見
落
と
し
や
、
危
険
へ
の

対
応
が
遅
く
な
り
思
わ
ぬ
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
春
の
到
来
ま
で

は
、
常
に
路
面
状
況
、
気
温

に
注
意
し
て
、
安
全
な
速
度

で
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
は
同
乗
者
全
員
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
！

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
衝
突

の
衝
撃
で
ハ
ン
ド
ル
や
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
、
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
な
ど
に
ぶ
つ
か
っ
た

り
、
さ
ら
に
は
車
外
に
放
出

さ
れ
重
大
な
被
害
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
交
通
事

故
の
際
の
被
害
軽
減
に
大
き

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

運
転
者
は
全
員
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
を
確
認
し
て
か

ら
発
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

オ
ウ
ム
真
理
教
（
現
・
ア

レ
フ
）
教
祖
・
松
本
智
津
夫

死
刑
囚
は
、
教
団
幹
部
ら
と

共
謀
し
、
平
成
７
年
３
月
20

日
朝
、
地
下
鉄
霞
ヶ
関
駅
を

走
行
す
る
地
下
鉄
５
路
線
で

車
両
内
に
猛
毒
サ
リ
ン
を
ま

く
な
ど
、
未
曾
有
の
テ
ロ
事

件
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　

本
年
３
月
20
日
で
こ
の
事

件
の
発
生
か
ら
16
年
を
迎
え

ま
す
が
、
現
在
で
も
事
件

で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の

遺
族
の
悲
し
み
や
負
傷
者

の
後
遺
症
に
よ
る
苦
し
み

は
消
え
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

警
察
は
、
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
件
に
加
担

し
て
逃
走
中
の
オ
ウ
ム
真

理
教
関
係
特
別
手
配
被
疑

者
３
人
の
検
挙
の
た
め
、

全
国
警
察
を
挙
げ
て
捜
査

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
似
て
い
る
」
と
思
っ
た

ら
、
た
め
ら
わ
ず
１
１
０
番

に
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

②1月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年

前年比
1 月中 累計 累計

35 35 31 ＋ 4

①1月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比1 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 3 1 0 3 0 0 0 1 0 3

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

か
ら
16
年

雪
解
け
に
伴
う
速
度

超
過
に
よ
る
事
故
を

防
止
し
よ
う

　

こ
れ
ま
で
の
県
内
に
お
け

る
違
法
駐
車
を
見
る
と
、

○
雪
の
た
め
に
道
路
が
狭
く

な
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
道
路
に
駐
車
を
し
て

い
る

○
交
差
点
内
や
横
断
歩
道
付

近
で
も
、
平
気
で
駐
車
し
て

い
る

○
歩
道
を
駐
車
場
替
わ
り
に

し
て
い
る　

な
ど
の
他
人
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
例
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
違
法
駐
車
に

よ
っ
て
交
通
渋
滞
が
さ
ら
に

ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
、
消
防
車

な
ど
の
緊
急
車
両
の
通
行
を

妨
げ
、
ご
み
収
集
作
業
、
除

排
雪
作
業
の
妨
害
と
な
る
な

ど
、
市
民
生
活
に
大
変
な
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

警
察
は
、
３
月
ま
で
の
期

間
を
「
違
法
駐
車
取
締
り
強

化
期
間
」
に
設
定
し
て
、
違

法
駐
車
の
交
通
指
導
取
締
り

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

違
法
な
駐
車
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ

違法駐車はやめましょう
３月まで「違法駐車取締り強化期間」

 
Ｗ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
！

 
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
「
指
名
手
配
容
疑
者
」

●
菊
池
直
子

　
39
歳

●
高
橋
克
也

　
52
歳

●
平
田

　
信

　
45
歳

【 特 徴 】 身 長
159cm、こめかみ・
右目の下のホクロ

【 特 徴 】 身 長
173cm、濃い眉毛、
大きい頭、近視

【 特 徴 】 身 長
183cm、濃いひげ、
歯並び悪い

　

村
内
在
住
の
外
国
人
た
ち

が
自
国
の
文
化
を
紹
介
す
る

異
文
化
交
流
フ
ェ
ア
が
２
月

20
日
、文
化
交
流
プ
ラ
ザ「
ス

ワ
ニ
ー
」
で
開
か
れ
、
来
場

者
約
４
０
０
人
が
民
俗
舞
踊

の
ス
テ
ー
ジ
や
各
国
の
料
理

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
は
今
年
で
７
回

目
。
今
年
は
14
カ
国
の
外
国

人
た
ち
が
ブ
ー
ス
を
開
き
、

母
国
の
紹
介
や
自
慢
料
理
で

来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し

た
。
来
場
者
た
ち
は
各
国
の

ブ
ー
ス
を
回
っ
て
身
振
り
手

振
り
で
会
話
し
た
り
、
韓
国

民
謡
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
舞
踊

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
来

場
者
に
よ
る
ブ
ー
ス
と
ス
テ

ー
ジ
の
人
気
投
票
を
実
施
。

最
優
秀
ブ
ー
ス
賞
（
Ｍ
Ｖ
Ｂ
）

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
最
優
秀

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
（
Ｍ
Ｖ

Ｐ
）
は
水
戸
黄
門
ず
っ
こ
け
旅

２
０
１
１
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
参
加
者
、
来
場
者

で
年
々
に
ぎ
わ
い
を
増
し
て

い
る
フ
ェ
ア
。
気
軽
に
交
流

を
楽
し
め
る
場
と
し
て
ま
す

ま
す
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
ヤ
ン
ヤ
ン

勤
務
の
髙
田
で
す
。

　

ヤ
ン
ヤ
ン
で
の
交
換
勤
務

も
今
月
３
月
を
も
っ
て
終
了

と
な
り
ま
す
。
日
本
を
飛
び

立
つ
前
に
、
大
韓
民
国
と
い

う
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
を

も
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

印
象
通
り
の
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
想
像
を
上
回
る

こ
と
、
想
像
も
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
り
、
思
い
出
深

い
出
来
事
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。

　

中
で
も
、
最
も
印
象
深
い

の
は
、「
女
性
の
元
気
」で
す
。

　

日
本
の
雑
誌
や
メ
デ
ィ
ア

な
ど
で
一
般
的
に
韓
国
の
男

性
は
、
堂
々
と
し
て
い
て
男

ら
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ

の
通
り
で
、
例
え
ば
お
酒
を

飲
む
と
き
は
一
気
で
飲
ん
だ

り
、
車
の
運
転
が
上
手
だ
っ

た
り
、
デ
ー
ト
代
は
男
性
が

全
部
支
払
っ
た
り
、
体
を
鍛

え
て
い
た
り
と
、
頼
り
が
い

の
あ
る
男
性
が
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

韓
国
の
男
性
は
、
軍
隊
で

訓
練
を
受
け
る
義
務
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
が
男
性
を
強
く

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
や

ら
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
女

性
の
元
気
さ
が
男
性
を
強
く

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

韓
国
の
女
性
は
と
て
も
活

発
で
す
。
例
え
ば
、
韓
国
の

方
々
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず

カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
で
す

が
、
わ
た
し
た
ち
と
は
楽
し

み
方
が
違
い
ま
す
。
踊
る
の

が
好
き
で
歌
う
と
い
う
よ
り

踊
り
に
夢
中
で
す
。
特
に
女

性
は
音
楽
を
感
じ
た
ま
ま
思

い
っ
き
り
踊
る
の
で
、
勢
い

が
つ
く
と
机
の
上
に
。
初
め

て
見
た
と
き
は
そ
の
パ
ワ
ー

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
冗
談
が
好
き
で
、
女

性
同
士
で
も
男
性
に
対
し
て

も
同
じ
よ
う
な
調
子
で
冗
談

を
言
い
合
っ
て
い
ま
す
。

「
サ
ン
ヒ
姉
さ
ん
、
姉
さ
ん
の

小
学
生
の
頃
の
写
真
見
た
け

ど
、
か
わ
い
い
で
す
ね
」
と

い
う
と
、
隣
に
い
た
女
性
が

「
髙
田
、
眼
科
に
行
っ
て
目
の

診
察
受
け
な
さ
い
よ
。
は
は

は
！
」
と
言
っ
て
、
み
ん
な

で
笑
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
活
力
の
あ

る
女
性
た
ち
と
生
活
し
て
い

れ
ば
、
男
性
は
な
お
さ
ら
強

く
た
く
ま
し
く
な
る
必
要
が

あ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
わ
た
し
も
役
所
の

女
性
職
員
の
方
々
や
街
の
お

ば
さ
ん
た
ち
と
接
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
「
男
ら
し
さ
」

会話楽しみ、料理に舌鼓
異文化交流フェア2011開かれる

に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
進
歩

し
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
の

大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で

少
し
ず
つ
男
ら
し
さ
を
磨
い

て
、
将
来
、
ヤ
ン
ヤ
ン
で
お

世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
改

め
て
感
謝
し
に
来
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

前
回
好
評
の
英
語
指
導
助

手
ヘ
イ
リ
ー
と
国
際
交
流
員

マ
イ
ケ
の
英
語
と
日
本
語
の

会
話
交
流
を
開
催
し
ま
す
。

　

村
在
住
外
国
人
と
、
日
本

語
・
英
語
の
会
話
交
流
を
し

ま
せ
ん
か
。
英
語
に
自
信
が

な
い
と
い
う
人
も
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
英
語
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
24
日
木

午
後
６
時
30
分
～
８
時

英
語
・
日
本
語
を
45
分
ず
つ

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
人
数　

20
人

■
申
込
期
限　

３
月
18
日
金

■
申
込
先　

国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
６
２

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

英
語
と
日
本
語
の
会
話

交
流
を
し
ま
せ
ん
か

㊤手料理が並ぶブース ㊦会
場を沸かせた「水戸黄門ずっ
こけ旅」（写真提供：クリス
トフ・ベルマーレさん）
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　健康 Health 　医療Medical

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

め
開
業
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
24
時
間
３
６
５

日
の
小
児
科
医
に
よ
る
診
察

を
求
め
た
場
合
、
そ
の
施
設

や
地
域
で
は
最
低
３
人
の
小

児
科
医
師
が
必
要
で
し
ょ
う
。

ど
う
み
て
も
実
現
困
難
で
す
。

　

昨
年
見
学
に
行
っ
た
英
国

で
は
、
小
児
科
専
門
医
は
大

規
模
な
総
合
病
院
に
し
か
い

ま
せ
ん
。
本
当
に
入
院
し
て

治
療
が
必
要
な
人
た
ち
だ
け

を
十
分
な
人
数

（
例
え
ば
一
施
設

に
小
児
科
医
20

人
）
を
か
け
て

24
時
間
毎
日
ケ

ア
し
て
い
ま
す
。

青
森
県
で
い
う

と
、
各
医
療
圏

（
六
ヶ
所
村
の
場
合
は
野
辺

地
、
十
和
田
、
三
沢
を
含
め

た
地
域
が
上
十
三
医
療
圏
）

に
１
つ
だ
け
と
い
う
感
じ
で

す
。
上
十
三
医
療
圏
な
ら
ば

十
和
田
中
央
病
院
に
こ
の
地

域
の
全
て
の
小
児
科
医
を
集

合
さ
せ
た
形
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
か
わ
り
、
一
般
の
風

邪
や
喘
息
、
あ
る
い
は
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や
中
耳
炎
、

胃
腸
炎
、軽
症
の
感
染
症
（
肺

医療に関するいくつかの誤解について
診療所医師は、何でも屋?!

尾駮診療所　所長

松岡 史彦 

　

皆
さ
ま
、
お
元
気
で
し
ょ

う
か
。
尾
駮
診
療
所
も
昨
年
か

ら
再
び
３
人
常
勤
体
制
と
な

り
、
救
急
医
療
や
入
院
治
療
も

復
活
。
来
年
度
も
３
人
体
制
を

維
持
で
き
る
見
通
し
で
、
ほ
っ

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
外
来
診
療
を
通
し

て
み
え
る
、
医
療
に
関
す
る
い

く
つ
か
の
誤
解
（
と
わ
た
し
が

思
っ
て
い
る
こ
と
）
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
医
師
の
当
直

　

尾
駮
診
療
所
の
常
勤
医
師

は
３
人
で
当
直
を
交
互
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
夜
間
の
診

療
の
翌
日
は
お
休
み
だ
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

実
際
は
、
全
く
通
常
勤
務

で
す
し
、
代
休
も
あ
り
ま
せ

ん
。
労
働
基
準
法
を
口
に
し

た
途
端
に
医
療
が
成
り
立
た

な
く
な
る
日
本
の
現
状
は
本

当
に
過
酷
な
も
の
で
す
。
欧

米
の
医
師
た
ち
の
中
に
は
こ

れ
を
神
風
特
攻
と
呼
ぶ
人
も

い
る
そ
う
で
す
が
。う
ー
ん
、

確
か
に
。

　

公
的
な
使
命
感
を
持
っ
て

３
人
で
当
直
を
続
け
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
か
こ
の
よ
う

な
現
場
の
事
情
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
診
療
所
を
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
は
通
常
の

商
業
行
為
と
し
て
運
営
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
か
と
い
っ
て
嫌
々
や
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
お
互
い
に
リ
ス
ペ
ク

ト
が
必
要
で
す
…
よ
ね
？

②
専
門
の
小
児
科
医
師

　

先
日
下
北
半
島
の
あ
る
町

で
、
小
児
科
医
を
招
聘
す
る

市
民
運
動
の
話
を
新
聞
で
読

み
ま
し
た
。
本
村
で
も
多
く

の
子
ど
も
た
ち
は
三
沢
や
八

戸
の
小
児
科
医
に
診
察
を
受

け
て
い
ま
す
の
で
、
事
情
は

似
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

現
実
的
に
い
う
と
小
児
科

専
門
医
の
数
は
相
当
少
な
く

て
、
と
て
も
各
町
村
に
配
置

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

子
ど
も
の
少
な
い
と
こ
ろ
で

は
経
営
が
な
り
た
た
な
い
た

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
な

ど
は
一
般
医
か
家
庭
医
と
よ

ば
れ
る
医
師
が
担
当
し
、
小

児
科
専
門
医
は
診
察
し
ま
せ

ん
。
一
般
医
・
家
庭
医
は
研

修
中
に
小
児
科
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
含
め
た
多
数
の
科
目

を
勉
強
し
ま
す
の
で
、
継
続

的
な
質
を
保
証
で
き
れ
ば
と

て
も
効
率
的
な
仕
組
み
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
尾
駮
診
療
所

で
は
家
庭
医
療
に
準
拠
し
た

診
察
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
普
段
の
小
児
診
療
に
つ

い
て
は
ご
相
談
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
、
自

分
や
同
僚
医
師
の
子
ど
も
た

ち
を
、
ず
っ
と
へ
き
地
を
中

心
に
し
た
勤
務
環
境
で
自
分

た
ち
が
診
療
し
て
き
た
実
績

（
!?
）
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
の
小
児
診
療
に
必
要

な
の
は
、
小
児
診
療
を
日
常

的
に
行
い
必
要
で
あ
れ
ば
紹

介
で
き
る
医
師
で
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
小
児
科
専
門
医
が

絶
対
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
英
国

の
よ
う
な
国
全
体
の
取
り
組

み
と
理
解
が
な
け
れ
ば
、
こ

れ
も
な
か
な
か
理
想
的
に
は

で
き
な
い
の
で
す
が
。

③
何
で
も
屋
は
専
門
家
に
劣
る

　

何
で
も
屋
、
実
は
尾
駮
診

療
所
の
自
分
た
ち
の
こ
と
で

す
。
整
形
外
科
、消
化
内
科
、

循
環
器
内
科
、
心
臓
外
科
、

脳
外
科
、
耳
鼻
科
に
眼
科
な

ど
な
ど
。
い
ろ
い
ろ
な
専
門

家
が
い
て
専
門
の
医
療
を
提

供
す
る
の
で
す
が
、
前
述
の

小
児
診
療
と
同
じ
よ
う
に
、

一
般
的
な
診
療
は
本
来
専
門

家
が
担
当
す
る
べ
き
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
院
治
療

や
特
別
な
検
査
を
す
る
の
で

な
け
れ
ば
、
や
は
り
労
力
と

医
療
費
が
効
率
的
に
配
分
で

き
な
い
か
ら
で
す
。

　

何
で
も
屋
の
よ
い
と
こ
ろ

は
、
複
数
の
専
門
家
通
院
が

１
カ
所
で
済
む
こ
と
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
治
療
を
す
る

こ
と
、
質
問
に
は
自
分
の
科

で
は
な
い
か
ら
と
言
っ
て
答

え
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く

て
、
調
べ
な
が
ら
で
も
答
え

よ
う
と
す
る
こ
と
。
救
急
現

場
か
ら
逃
げ
な
い
こ
と
。
長

い
付
き
合
い
で
家
族
の
様
子

も
含
め
て
対
応
で
き
る
こ

と
、
な
ど
。

　

何
で
も
屋
（
一
般
医
、
家

庭
医
）
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

妊
娠
、出
産
は
女
性
に
と
っ

て
、
ま
た
家
族
に
と
っ
て
、

心
理
的
に
も
身
体
的
に
も
経

済
的
に
も
一
大
事
で
す
ね
。

　

安
心
し
て
新
し
い
家
族
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
必
ず
産
婦
人
科
を
受
診

し
、
妊
娠
の
診
断
を
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う

●
妊
娠
届
け
を
し
て
、
母
子
健

康
手
帳
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う

　

医
師
の
診
断
を
受
け
、
医

療
機
関
か
ら
妊
娠
届
の
指
示

が
出
た
ら
、
速
や
か
に
役
場

健
康
課
に
妊
娠
届
け
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

母
子
健
康
手
帳
は
お
母
さ

ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
大
切

な
記
録
で
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
健
診
14
回
分

の
費
用
を
補
助
す
る
「
妊
婦

委
託
健
康
診
査
受
診
票
」
も

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

費
用
負
担
に
つ
い
て
の
心

配
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
健
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
妊
娠
中
は
定
期
的
に
妊
婦

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
の

た
め
に
、
医
師

の
指
示
ど
お
り
に
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

妊
婦
健
診
を
受
け
ず
に
出

産
す
る
こ
と
は
、
お
母
さ
ん

と
赤
ち
ゃ
ん
の
命
に
大
き
な

危
険
が
伴
い
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
す
る
医
療
機

関
で
出
産
で
き
な
い
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

●
妊
娠
、
出
産
は
一
人
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

厳
守
さ
れ
ま
す

＊
４
月
か
ら
妊
婦
健
診
の
際
の

交
通
費
を
一
部
支
給
し
ま
す
。

詳
細
は
４
月
の
広
報
ろ
っ
か

し
ょ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。（
４
月
１
日

以
降
に
出
産
予
定
の
人
に
は
、

後
日
個
人
通
知
さ
れ
ま
す
）

　

村
は
、
法
定
外
予
防
接
種
の

う
ち
、
３
種
の
予
防
接
種
を
基

本
的
に
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
個
別
通
知
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
接
種
の

効
果
や
副
反
応
な
ど
に
つ
い

て
記
載
し
た
説
明
書
を
読

み
、
納
得
し
た
上
で
接
種
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

【
効
果
】
子
宮
頸
が
ん
の
原

因
と
な
る
発
が
ん
性
ウ
イ
ル

ス
の
う
ち
、
２
種
類
の
感
染

を
防
ぐ

【
開
始
年
度
・
対
象
】

22
年
度
・
中
学
３
年
、
高
校

１
年
の
女
子

23
年
度
・
中
学
１
～
３
年
の

女
子

【
接
種
回
数
】
３
回

②
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
ｂ
型
）
ワ
ク
チ
ン

③
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

【
効
果
】
重
篤
化
が
心
配
な

細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
を
予
防

【
開
始
年
度
・
対
象
】

23
年
度
・
２
カ
月
齢
～
５
歳

未
満

【
接
種
回
数
】
開
始
の
月
齢

に
よ
り
異
な
る

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
の
補
助
事
業
は

３
月
末
で
終
了
と
な
り
ま

す
。

　

払
い
戻
し
手
続
き
が
必
要

な
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場

合
の
手
続
き
は
、
４
月
15
日

金
ま
で
と
な
り
ま
す
。
忘
れ

予
防
接
種
の
項
目
が

追
加
さ
れ
ま
す

安心・安全な出産を迎えるために
妊娠が分かったら…

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
1 月 25 日、2 月 2 日の３歳児健診で

虫歯のなかった子どもたち

棟方美穂ちゃん 立花真心ちゃん

　川紫帆ちゃん

浦田美咲ちゃん

髙谷颯良くん

橋本來華ちゃん

舘　太陽くん

桜井永悟くん

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
お
済
み
で

す
か

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

23
年
４
月
か
ら
24
年
３
月

ま
で
に
開
催
さ
れ
る
保
健
事

業
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
カ
レ

ン
ダ
ー
を
、
３
月
中
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。（
地
区
に

よ
り
配
布
日
は
異
な
り
ま

す
）

　

４
月
上
旬
に
な
っ
て
も
配

布
さ
れ
な
い
人
は
、
各
地
区

公
民
館
や
支
所
、
役
場
健
康

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

（
直
通
）

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
３
月
中
に
配

布
し
ま
す
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六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

吉
よしはら

原　羽
はいり

璃（輝貴）  倉内

沼
ぬまお

尾　蘭
らんまる

丸（佳祐）  室ノ久保

髙
たかはし

橋　恵
けいた

汰（陽一）老部川

中
なかむら

村　太
たいよう

耀（徹）　　泊

小
こやまいし

山石圭
けいご

吾（和博）尾駮レイクタウン

川
かわむら

村　恒
こうた

太（馨）　　尾駮レイクタウン

田
たむら

村　友
ゆうま

真（友和）千歳平

佐
さとう

藤　花
はな

樹（拓也）戸鎖

佐
さとう

藤　芹
せりな

奈（秀寿）尾駮レイクタウン

小
こいずみ

泉　凜
りほ

歩（崇）　　尾駮レイクタウン

田
たなか

中　頼
よりと

人（寿一）千歳平

六ヶ所村の人口
（1 月 31 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,992 ＋ 20
女 5,267 － 3
計 11,259 ＋ 17

世帯数 4,511 ＋ 14

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
髙田　はる　99 才（平沼）

田中ハツメ　85 才（泊）

福岡　七郎　93 才（出戸）

十文字要次郎　89 才（千樽）

宮古　義勝　71 才（石川）

成田　淳一　65 才（尾駮浜）

小笠原ヨミ　68 才（泊）

髙田　みわ　78 才（戸鎖）

赤石　　雄　64 才（泊）

1 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

木村　公久（青森市）

小綿　春美（六原）

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
団
体
活
動

に
最
適
な
保
険
で
す
。

　

５
人
以
上
の
団
体
で
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
事
故

①
団
体
活
動
中
の
事
故

②
往
復
中
の
事
故
（
自
動
車
事

故
に
よ
る
賠
償
責
任
は
適
用
外
）

■
補
償
内
容

○
障
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、

後
遺
障
害
、
死
亡
）

○
賠
償
責
任
保
険

○
共
済
見
舞
金

■
保
険
期
間

毎
年
４
月
１
日
午
前
０
時
か
ら

翌
年
３
月
31
日
正
午
ま
で

※
年
度
途
中
に
申
込
み
を
行
っ
た
場

合
は
、
加
入
手
続
き
を
行
っ
た
翌
日

～
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す

■
掛
け
金

１
人
年
額
６
０
０
円
～
９
，

０
０
０
円（
団
体
の
活
動
内
容
・

年
齢
構
成
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
）

※
共
済
見
舞
金
に
つ
い
て
は
名

称
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
補
償
内
容
な
ど
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん

問
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
青
森
県
支
部

〒
０
３
８
―
０
０
２
１ 

青
森

市
安
田
近
野
２
３
４
―
７
財
団

法
人
青
森
県
体
育
協
会
内

☎
０
１
７
（
７
８
２
）
６
９
８
４

（
電
話
受
付
時
間
は
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

＊
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://

w
w

w
.sportsanzen.org

　

地
籍
図
（
公
図
）
の
加
除
修

正
の
た
め
、
平
成
23
年
３
月
14

日
月
か
ら
３
月
31
日
木
ま
で
の

期
間
は
役
場
で
地
籍
図
の
交
付

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

期
間
中
、
地
籍
図
（
公

図
）
が
必
要
な
人
は
、
青
森
地

方
法
務
局
十
和
田
支
局
（
℡

０
１
７
６
（
23
）
２
４
２
４
）

で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
地
籍
係　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
２
２

　

六
ヶ
所
村
有
機
堆
肥
セ
ン
タ

ー
は
、
堆
肥
の
販
売
予
約
を
開

始
し
ま
す
。

　

堆
肥
の
生
産
予
定
量
は
約
１
，

５
０
０
ト
ン
で
、
無
く
な
り
し

だ
い
予
約
を
締
め
切
り
ま
す
。

　

秋
ご
ろ
ま
で
に
生
産
さ
れ
る

堆
肥
の
販
売
予
約
に
つ
い
て

は
、
再
度
、
広
報
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

堆
肥
は
有
機
肥
料
と
し
て
土

づ
く
り
に
最
適
で
す
。
農
業
や

家
庭
菜
園
な
ど
に
、
村
民
の
皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
堆
肥
の
名
称

モ
ゥ
く
ん
の
ゆ
う
き
堆
肥

■
予
約
販
売
受
付
開
始
日

３
月
１
日
火

■
予
約
販
売
の
方
法

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送

■
販
売
価
格
（
税
込
み
）

①
バ
ラ
堆
肥
（
村
内
配
達
）　     

３
，
１
５
０
円
／
㎥

②
フ
レ
コ
ン
１
㎥（
村
内
配
達
）

５
，
２
５
０
円
／
袋

③
30
リ
ッ
ト
ル
（
約
12
㎏
）

３
９
９
円
／
袋

　

こ
の
ほ
か
、
堆
肥
散
布
（
有

料
）
を
請
け
負
い
ま
す
。
40
リ

ッ
ト
ル
、
20
リ
ッ
ト
ル
単
位
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
①
（
農
）
吹
越
台
地
飼
料
生

産
利
用
組
合

☎
０
１
７
５
（
74
）
３
１
２
０

Fax
０
１
７
５
（
74
）
２
９
７
５

②
六
ヶ
所
村
有
機
堆
肥
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
74
）
３
８
１
１

Fax
０
１
７
５
（
71
）
５
１
９
９

③
役
場
農
林
水
産
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
３
２
３
～
３
２
７

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
９
２
７

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

原
則
と
し
て
運
輸
支
局
に
登
録

さ
れ
て
い
る
住
所
（
車
検
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
）
に
送

っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
を
も
っ
て
い
る
人
で
、

引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
は
、
運
輸
支
局
で
住
所

の
「
変
更
登
録
」
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。（
住
民
票
を
移
し
た

だ
け
で
は
、
運
輸
支
局
に
登
録

さ
れ
て
い
る
車
検
証
の
住
所
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。）

　

３
月
中
に
住
所
の
「
変
更
登

録
」
が
で
き
な
い
場
合
は
、
電

話
な
ど
に
よ
り
地
域
県
民
局
県

税
部
ま
で
連
絡
す
る
か
、
青
森

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
青
森
県
電
子
申
請
・
届
出
シ

ス
テ
ム
」
で
住
所
変
更
の
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
○
自
動
車
税
に
つ
い
て

・
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納

税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

内
線
２
１
１
～
２
１
４

・
青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.aom

ori.
lg.jp/

○
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
つ

い
て

・
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
０
８

・
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
０
９

　

使
用
し
て
い
な
い
軽
自
動
車

や
原
動
機
付
自
転
車
、
農
耕
作

業
用
小
型
特
殊
な
ど
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
課
税
さ
れ
ま

す
。
廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
３

月
中
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
手
続
き
場
所

○
軽
自
動
車（
八
戸
ナ
ン
バ
ー
）

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
青
森
事

務
所
八
戸
支
所

八
戸
市
北
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

１
―
９
―
２

☎
０
１
７
８
（
21
）
２
１
３
５

○
原
動
機
付
自
転
車
、
農
耕
作
業

用
な
ど
（
六
ヶ
所
村
ナ
ン
バ
ー
）

・
六
ヶ
所
村
役
場
税
務
課
、
泊
・

平
沼
支
所

問
役
場
税
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
２
６

地
籍
図
（
公
図
）
不
交

付
期
間
の
お
知
ら
せ

堆
肥
の
販
売
予
約
を

開
始
し
ま
す

住
所
変
更
し
た
人
は
、

住
所
の
変
更
登
録
が
必

要
で
す
（
自
動
車
税
）

小
さ
な
掛
け
金
・
大
き

な
補
償　

ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険

●
冬
遊
び
郷
土
の
学
校
（
凧
作

り
教
室
）

　

本
格
的
な
凧
を
作
り
ま
す
。

誰
で
も
楽
し
く
作
れ
ま
す
。

　

終
了
後
、
作
っ
た
凧
で
凧
揚

げ
大
会
を
し
ま
す
。

（
悪
天
候
の
場
合
、
凧
あ
げ
は

中
止
。
寒
く
な
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
）

■
講
師　

五
戸
凧
の
会
（
新
井

田
壽
弘
会
長
）

■
日
時　

３
月
12
日
土

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
対
象　

小
学
校
高
学
年
～
大

人
（
付
き
添
い
が
あ
れ
ば
４
年

生
以
下
や
園
児
も
可
）

※
親
子
で
の
参
加
大
歓
迎

■
募
集
人
数　

15
人

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料

費
な
ど
）

■
持
参
す
る
も
の　

昼
食
、
30

㎝
の
定
規
、カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、

え
ん
ぴ
つ
、
習
字
用
の
筆
（
１

本
）、
絵
筆
（
３
本
）

※
当
館
で
昼
食
時
に
、
と
ん
汁

と
棒
パ
ン
を
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

３
月
10
日
木

●
各
種
体
験
講
座　

①
絞
り
染
（
ハ
ン
カ
チ
）

②
ろ
う
け
つ
染
め（
ハ
ン
カ
チ
）

③
縄
文
の
布
織
り

④
陶
芸
（
陶
器
類
・
人
形
・
か

ぶ
と
）
づ
く
り

⑤
勾
玉
づ
く

り⑥
印
づ
く
り

（
て
ん
刻
）

⑦
レ
プ
リ
カ

づ
く
り
（
手

形
・
足
形
な
ど
）

■
実
施
日
時

３
月
15
日
火
～
18
日
金

午
前
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午

午
後
：
午
後
６
時
～
８
時

■
受
け
入
れ
人
数

午
前
・
午
後
と
も
各
５
人

■
材
料
費　

２
０
０
円

■
申
込
み
方
法　

体
験
を
希
望

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で

■
申
込
み
先　

六
ヶ
所
村
立
郷

土
館
（
担
当　

高
橋
・
秋
田
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
７

　

交
通
安
全
視
聴
覚
教
材
（
ビ

デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
、
職
場
、
地
域
で
の
交

通
安
全
教
室
な
ど
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
先
　
青
森
県
環
境
生
活

部
県
民
生
活
文
化
課　

交
通
・

地
域
安
全
グ
ル
ー
プ

〒
０
３
０
―
８
５
７
０

青
森
市
長
島
１
丁
目
１
―
１

（
県
庁
舎
北
棟
７
階
）

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
２
３
２

■
申
込
方
法

●
直
接
来
庁
し
、
借
用
申
込
み

　
→
教
材
は
そ
の
場
で
渡
し
ま
す

●
電
話
な
ど
で
借
用
申
込
み

　
→
教
材
は
宅
配
便
で
送
付　

　
宅
配
料
金
は
着
払
い
で
申
込
者

の
負
担
。
教
材
を
返
却
す
る
場
合
の

宅
配
料
金
な
ど
も
、
申
込
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
新
た
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
７
本
整
備

し
ま
し
た
。

　

視
聴
覚
教
材
の
リ
ス
ト
は
青

森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
照

で
き
ま
す
。

県
庁
Ｈ
Ｐ
交
通
安
全
教
材
の
貸

し
出
し
に
つ
い
て

http://w
w

w
.pref.aom

ori.
lg.jp/life/bosai/koutu_
anzen_kyouzai.htm

l

　1 月の農業委員会定例総会
が 1 月 20 日、役場分庁舎３
階大会議室で開催され、下記
案件が原案通り議決・承認さ
れました。
■ 報 告 第 1 号　農地の転用
事実に関する照会について

1 件 533㎡
■ 議 案 第 1 号　農用地利用
集積計画（案）について

1 件 10,233㎡
＊総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。各種許可申請書の締め切
りは月末です。

問農業委員会事務局
☎ 0175（72）2111

（内線 273）

農業委員会だより

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車

手
続
き
は
３
月
中
に

郷
土
館
体
験
講
座

参
加
者
募
集

交
通
安
全
視
聴
覚
教
材

を
貸
し
出
し
ま
す

好きな武将のかぶとづくり
に挑戦できます（④）
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      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405			

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 火

2 水 ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

3 木

4 金
カンガルー教室 受付		９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

5 土

6 日 スポーツ少年団指導者研修会 13：00 ～ 15：00 中 央 公 民 館

7 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

8 火
６カ月児健診 受付		９:30 ～		９:45 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

9 水

10 木

11 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付		９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

12 土

13 日

14 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談会 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

15 火

16 水

17 木
１歳児健診 受付		９:30 ～		９:45 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

18 金
カンガルー教室 受付		９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

19 土

20 日

21 月

22 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

23 水
乳幼児相談 受付		９:30 ～		９:45 保健相談センター

２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

24 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付		９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ	〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火 春のおはなし会 10：00 ～ 11：00 村 民 図 書 館

30 水

31 木

 村のスケジュール3 月

今年も異文化交流フェアが開かれ、多くの来場者でにぎわいました。村在住外国人も年々増え、出身国別のブースも多彩に。国際色豊
かな六ヶ所の特色を生かしたイベントとしてすっかり定着しました○人気の秘密は、外国人の皆さんが腕によりをかけてふるまう郷土
料理と、本格的な民俗舞踊のステージ。会場内はまさに多国籍料理店のようでもあります。みんなで楽しもうという会場内の活気は、
異文化交流が生んだ六ヶ所の新たな文化。まだ行ったことがないという村民の皆さん、来年はぜひ出かけてみましょう。きっと、楽し
めますよ（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

ゴルフに必要なカラダづくりとは、体幹の安
定性と胸椎・股関節・肩甲骨の可動性を改善
することにある。スコアが伸びる、ケガをし
ない、一生続けられる「ファンクショナル・
トレーニング」を、スポーツドクターが教える。

Dr. 箕山のゴルフボディ
のつくり方

中島　京子著

いっぱいつらい思いをして、心が折れそうに
なったときにも、わたしは毎日せっせとト
イレを掃除していました…。シンガーソング
ライター・植村花菜が最愛の家族への思いを
綴った、今いちばん泣ける歌「トイレの神様」
の誕生秘話。

トイレの神様

植村　花菜 著

人魚の娘が絵を描いた蠟燭（ろうそく）には
不思議な力があった。しかし、金に心を奪わ
れた老夫婦は、娘を香具師に売ってしまう−。
無国籍風の絵をつけ、新しい装いとなった小
川未明の代表作。

赤い蝋燭と人魚

小川未明 / 文
酒井　駒子 / 絵

ライオンくんのいる動物園にくまくんがやっ
てきました。ライオンくんはあいさつしにい
きますが、くまくんがうなり声を上げたので、
負けじと「がおう」と吠えてしまい…。どこ
かまのぬけたライオンくんが活躍する名作シ
リーズ。

ごきげんなライオン
ともだちはくまくん

ルイーズ・ファティオ / 文
ロジャー・デュボアザン / 絵

　戸別所得補償制度は、食料自給率の向上を図るとと
もに、農業と地域を再生させ、農山漁村に暮らす人々
が将来に向けて明るい展望をもって生きていける環境
を作り上げていくための施策です。
　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を対
象に、その差額を交付することで、農業経営の安定と
国内生産力の確保を図り、食料自給率の向上と環境の
保全や美しい景観などの農業・農村の多面的機能を維
持し、わが国の資産として維持していくためのもので
す。
　平成 22 年から開始された水田を対象とする戸別所
得補償モデル対策に続いて、４月から畑作物にも対象
を拡大して本格実施されます。４月以降に申請の案内
と受け付けを開始します。
　なお、この交付金は対象作物の販売・出荷が条件と
なっています。

1畑作物の所得補償交付金（新規）
①数量払

＊地域間・農業者間の品質の格差が大きいため、品質に応じて
単価の増減があります。

②面積払（営農継続支払）
交付単価：20,000 円／ 10a（畑作物共通）
＊面積払は、前年度の生産面積に基づいて支払いますが、前年
度の生産量を標準単収で割り返すことで面積を算定します（実
際の作付面積と同じにはなりません）。

前年度生産面積のない人は数量払だけです。

2水田活用の所得補償交付金（継続）

3米の所得補償交付金（継続）
＜交付単価＞
15,000 円／ 10a

（交付対象面積は一律 10a 控除して算定）

4米価変動補てん交付金（継続）
＜交付方法＞

「当年度の販売価格（出回りから３月までの全国平均
の相対取引価格）」が「標準的な販売価格」を下回っ
た場合に、その差額分を 10a 当たりの単価で直接交
付します。

詳しくは農林水産課まで問い合わせてください。

問農林水産課
☎ 0175-72-2111（内線 322 ～ 327）

畑作物も 4 月から対象に
農業者戸別所得補償制度が本格実施 		農林水産省　農業者戸別所得補償制度　 検索⇦

対象作物 交付単価
小麦 　6,360 円 /60kg
二条大麦 　5,330 円 /50kg
六条大麦 　5,510 円 /50kg
はだか麦 　7,620 円 /60kg
大豆 11,310 円 /60kg
てん菜 6,410 円 /t　　　
でん粉原料用ばれいしょ 11,600 円 /t　　　　
そば 15,200 円 /45kg
なたね 　8,470 円 /60kg

対象作物 交付単価
麦、大豆、飼料作物 35,000 円／ 10a

米粉用米、飼料用米、WCS 用稲 80,000 円／ 10a

そば、なたね、加工用米 20,000 円／ 10a

上記以外の作物 5,000 ～ 15,000 円／ 10a

新規に対象になる畑作物

麦
小麦、二条大麦、
六条大麦、はだか麦

大豆 てん菜
（ビート）

でん粉原料用
ばれいしょ

そば なたね
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六ヶ所に春を告げる魚、尾駮ニシン。
にぎわう沼の漁風景は、時を経ても変わらずここにあります。
初春の味わいが食卓を飾るころ、
少しずつ、村に春のきざしが訪れます。

伝えたい、六ヶ所の風景。
春告魚

1

2

Rokka
sho

広
報

ろ
っ

か
し

ょ

3

1_ 普段は警戒心が強く人に近づかないオオワシ（中央）。この日は漁船に
近付き、網からこぼれたニシンを狙っていた　2_ ニシンの刺し網を引きあ
げる木村常紀さん	　3_ 尾駮ニシンは体長が 30㌢弱の小ぶりのニシン。淡
水域である沼に入ってから余分な脂分がとれ、刺身に向いたさっぱりした
味わいになる【昨年撮影】（写真提供：1・2 は一戸一晃さん、3は植田真
司さん〈㈶環境科学技術研究所〉）


